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回 posteriorfossaの dee()mpressionに加え ceret光llar

tosilが下垂 しているレベ′しまで laminectomyおよび

Iaminoplastyを施行Lduralballdの廓清を行い良好

な結果を得た3例を報告する.

3例全てiこおいて術前に認めr)わた症状は術後軽快 し

た.術後C')S),rinxの縮小に関 Lては,術前 C2-3に

限局する syring(.)myeliaを認めた 1例では MRl上,

変化はなか-1たが.上位頚髄から中位胸髄まで及ぶ広範

囲な syringomyeliaを認めた2例では2例とも術後 S)･Tinx

の縮′トを認めた.

dura】plぉtyを施行しなくても dec()mpIでSSionと dural

bandの節酒のふて症状の改善と syrinxの縮小が期待

できると思われる.

0-34) 二分脊椎の手術
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目的 :当科で経験 した11例の二分脊椎の手術上の間雌

鳥につき検討 した.

対象および方法 :症例は myelonlerli11gOCeleが8例,

lipomyelomelliI･lg()Celeが3例で,手術施行年齢はそれ

ぞれ生後2か月かil-'3歳6か月 (平均 1年 9か月),生

後1日から49円 (平均16日)であった.術前評価には MRTI

HelicalCT を用いた.また,術中神経刺激装匿を用い

旺門括約筋∴下肢筋電工乳 脊髄誘発電位をモニ ケりンプ

した.

結果 :術中モニタリング導入以前の 1例で paraparesis

が出現 した.また.導入後の 1例で urinaryincontinence

が出現 した.他の症例では手術による新たな神経脱落症

状は認めず, 1年-ノ10年の followupで経過良好であ

る.

考察 :MRl,HelicalCrによる術前評価は有用であっ

た.下肢の運動機能および勝既の榛能を確実にモニ タり

ンゲする方法の開発が必要と思われた.

0-35) 頚椎椎体を移植骨 と して開いた頚椎前方

固定術の手術成績の検討
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-f･法として頚椎椎体より採取 した骨片を用し､て樵間固定

する前方固定術を採用 して以来52症例を経験 したのでそ

C')手術成績.利点,問騒点につき検討したので報皆する.

L対象二】対象は 1990年10月かLL)1993年11月までに当院

にて手術がなされた52例で.性別は男34例,女18作り,午

齢は27かLL･)72才まで平均51才.疾患別内訳は頚椎症36例,

頚椎椎間板-′しこ7'11例,頚椎後縦靭帯骨化症5例であ

る.曜思 しベIL/別には C3.I4例,C.15 16例.C5641

例,C6721例で,手術椎間数は 1推間26例. 2軽問27

例, 3椎間1例である.L結果]術後経過観察期間は平

均 12.7カ月で円本脊髄外科研究会 Neur(芯urgicalCen,ieal

SpineScalcによると術前平均 10.9点から術後平均 12.9

点へ,政孝率は平均 朗｡魂%であった.[結論]本法は広

い衝野が得られるため安全,確寛に除圧することが可能

で特に広範な病変に対 し有用であるが,いかに適切な骨

片を採取するかが手術のポイント上思わI豆二.

0-36) 頚椎椎間板障害例に対す る前7沌 虹 E術
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今回.我々は.艶椎tT)可動性を温存させる目的で.頚

椎前方除圧後,自家椎体 ･椎間板Il二Ll,卜の再移植術を

行い.良好な手術結果を得ているので報告する.対象は,

頚椎椎間板障害14例である.年齢は27歳-61鼠 平均!19

歳であり,男性8私 女性6名である.手術推間数別で

は. 1惟間12例, 2鮭間 2例である.手術は手術椎問 し

ベルにて,12-13mmx15mnlX13mm (厚さ×幅 ×高

さ)程度の椎体 ･椎間板ユニLl,卜を Williamsmicrosurgi-

CalSpinalsaw iこより採取 した後,椎間板へ′し･二-]'並

びに骨棟を摘出する,その後,椎体 ･椎間拒ユニ.:J卜を

再移植 して手術を終了する.術翌r=lより離床 し, 2ケ月

間.頚部カラ-を着用させた.術後経過観察期間は, 1

FT-月- 1年 1JJ一月,平均 6LT-月であるが.術後経過は良

好で,全例,症状が改善 した.術後 Ⅹ-P 上,手術椎間

板 レベ′しの可動性は保たれていた (術前よりは制限上


